










































































































このうち、① 養蚕書については、約１、 １００点を確認することができた。今回は の抽出に重点を置き、②～⑦については、今後、ひつひとつの分類において、さらに調査機関を増やし、関連するキーワードで調査を行い、養蚕技術関連出版物の総数の把握につとめたい。今回の抽出結果にて、近世期と明治期の養蚕書数を比較すると、およそ十倍にもなり、養蚕技術の動向を記す出版物は急速に増えたことが分かる。表
1は、各年に発行された養蚕書の書名数を示すもので、約１、 １００
















が上位を占めている。出版地については、四県で約五．五割を占め、近世期以来の伝統的養蚕地帯と中央官庁のある東京に集中していたことが分かる。東京については、全国各地の養蚕家または養蚕団体による出版を行う一方、内務省や農商務省蚕業試験場関係者らの書物の出版を行っていることが特徴である。一方、長野、群馬、福島などの地方の出版は、地元の養蚕家や蚕種家の出版、他府県から寄留している人物が著したもの、民間 蚕業教師や農商務省の技術者を 元へ招い 開かれ 蚕業講話会 筆記録を出版している。　
著者については、長野県が最も多く、明治期における長野県 技術改
良への関心度の高さがうかがえる。長野県につい は、小県蚕業学校長の三吉米熊や同所 教師によ 講話筆記録も が、主とし 内の蚕
種家や養蚕・蚕種組合などの経験や試験を基に独自に出版された養蚕書である。なお、明治三十年代以降、同県より出版された養蚕書は、夏秋蚕関連のものが多く、夏秋蚕飼育の中心地として、明治期を支えたことが分かる。　
一方、東京は、主として東京蚕業講習所や農科大学に在籍する技術者
や農学士によるところが大きい。明治 中央政府の養蚕技術者は、地方官庁や民間 会社 組合などに招聘されて 養蚕技術 講演を行う機会が増え、講話筆記録が多く出版された。彼らは 蚕業教科書や地方の蚕業試験場教員向けの教授手引きなども著し、蚕業教育の標準を提示する一方、最新の研究動向をまとめた研究書 た。
表1　明治年間における養蚕書数
明治初年 1 1890 49
1869 3 1891 37
1870 3 1892 43
1871 3 1893 43
1872 3 1894 46
1873 7 1895 45
1874 6 1896 28
1875 4 1897 31
1876 2 1898 34
1877 6 1899 28
1878 2 1900 26
1879 8 1901 25
1880 3 1902 38
1881 4 1903 37
1882 8 1904 28
1883 15 1905 24
1884 21 1906 30
1885 10 1907 29
1886 12 1908 42
1887 24 1909 46
1888 81 1910 28









出身府県 割合 出版地 割合
1 長野県 17.3% 1 東京 33.9%
2 群馬県 9.6% 2 長野県 11.5%
3 福島県 9.1% 3 群馬県 5.2%
4 東京府 9.0% 4 福島県 4.8%
5 山梨県 4.5% 5 不明 3.5%
6 愛知県 3.7% 6 山梨県 3.1%
7 埼玉県 3.5% 7 静岡県 2.9%
8 静岡県 3.1% 8 愛知県 2.9%
9 茨城県 3.0% 9 茨城県 2.2%
10 三重県 2.4% 10 埼玉県 2.1%
11 福井県 2.3% 11 新潟県 2.1%
12 島根県 2.2% 12 京都府 2.0%
13 兵庫県 2.1% 13 三重県 1.7%
14 京都府 2.1% 14 島根県 1.7%












のものが多数存在するが、その一方で、東京や地方の書肆が出版しているも 多かった。明治期の養蚕書の特徴として、広告類が本文の巻末に、掲載されている点も特筆すべき点であろう。出版元が書店の場合、各書店の販売目録も掲載され、関連する既刊の養蚕書や新刊の案内などを見ることが出来た。また、出版元が地方の私立養蚕伝習所 蚕種家の場合は、伝修生の募集や蚕種販売広告が同様に巻末に掲載された。近世期の養蚕書と同様に、自身の の促進を担う手段として 重要な要素であったこ が分か 。　
また、自己出版による本でも、改訂版の際に、出版元が大手書肆や地




















































































































むもののほか、体系的な養蚕 （製種、掃立、蚕具の使い方 病蚕 種類、栽桑方法、桑の与え方 ど項目ごとに説明してあるもの）が 。しかし どちらも自身 経験を主として記すも である。また、中国やヨーロッパの翻訳書 一定数出版されており、前述した三好氏 指摘しているように、これまでの養蚕法に新しく海外の養蚕技術を取り入れようとする試みがあったことが分 る。　
明治十年代に入ると、呪術的要素を含んだ書はほぼなくなった上、翻




































































験場が設置し始められたことで、専門的な学術書や教科書が必要となってきたためである。その一方で、蚕業講習所の技 者 農学士らの著書は高尚過ぎるとして、実地に基づく 平易で分かりやすい一般養蚕家













世期の養蚕書は、主として蚕種家や蚕種商人が 自身の経験に基づいてまとめたものであったのに対し、明治以降 それは 経験豊富な 種家だけでなく、農商務省蚕業試験場や各府県農事試験場・蚕業学校の技術者、養蚕伝習先での伝習をまとめた一般養蚕家によるものなど、著者に変化が見られた。こ 変化は、明治以降、養蚕技術を学ぶ機会が増 たことによるものであろう。　
また、著者が出版を兼ねている、いわゆる自己出版も多いが、明治期


















書名 著者 出版・販売元 出版年 所在確認先 備考


















苧麻培養製糸略図説 静田権太郎 織元商社 1870 東大 出版地不明
蚕桑要略 牧啓次郎 須原屋茂兵衛 1870 信大 出版は東京
養蚕新書 白井篤治 1870 三好書 出版地不明
蚕桑図解 彦根藩 1871 国会 滋賀
養蚕拾遺篇　上下巻 浜野章吉 笠岡製糸場 1871 国会 岡山、蚕糸文庫に1873年刊の所蔵あり








養蚕新論 田島弥平（邦寧） 出雲寺萬次郎 1872 国会 著者は群馬県、出版は東京
樹桑抜萃　養蚕手引
草
朝野泰比古 玉山堂ほか 1872 国会 出版は東京
桑苗簾伏方法 船津伝次平述 熊谷県 1873 国会 両者とも熊谷県原之郷村
新撰養蚕往来 加藤祐一 積玉圃 1873 国会 出版は大阪
農蚕必要耕作日読往
来
橘槙一郎 文江堂 1873 国会 出版は東京
山蚕飼立仕様法 ― 1873 国会
同内容で出版年不明の「弘業会社山蚕飼立
仕様法」あり








































玉山堂 1874 国会 レーべはドイツ人、出版は東京
蚕桑弁 野村義雄 玉潤堂 1875 国会 出版は三重県
養蚕全書　上下巻 石幡吉三郎 開拓使 1875 国会
1890石幡吉三郎より増補再版、著者は福島
県伊達郡
















開拓使 1876 東大、国会 出版地記載なし

































三養舎 1878 国会 両者とも宮城県仙台
養蚕伝書 山下のよ 内藤伝右衛門 1878 国会 両者とも山梨県甲府








汗牛堂 1879 国会 両者とも東京

















養蚕問答 坂似水 坂似水 1879 国会 著者は長野県神林村
蚕桑図解 百々三郎 広島県勧業課 1880 国会 出版は広島県




同益舎 1880 国会 両者とも福島県、兌換書林穴山篤太郎
印度種天蚕飼養心得 小林竜三 愛媛県 1881 国会 著者は岡山県富西谷村
蚕養之導 田村義事 田村義事 1881 国会 著者は山梨県相興村





















有隣堂 1882 国会 著者は三重県度会郡、出版は東京












竜野徳太郎 1882 国会 著者は愛知県渥美郡寄留、出版は愛知県




























































佐藤国太郎 1883 国会 著者は群馬県富岡町




佐藤庄五郎 1883 国会 著者は岩手県里川口村




























































矢沢善四郎 1884 国会 著者は長野県
























































内務省 1884 国会 内務省、発売書肆は穴山篤太郎


































松尾勘吾 1885 国会 著者は長野県























































































































 奥原国雄『本邦蚕書に関する研究―日本古蚕書考―』 （井上善治郎、一九七三年） 。
（２）井上善治郎『蚕書研究』二〇〇六年。（３）







 杉仁「経験的合理論への道程―近世の養蚕技術をめぐって」 （ 『史観』 第七八冊、一九六八年十一月） 。
（６）

























暖育の蚕室の仕組みと構成要素―蚕書による近代蚕室に関する研究（その一） 」（ 『日本建築学会計画系論文集』第七五巻第六四八号、二〇一〇年） 、同「折衷育の蚕室の仕組みと構成要素―蚕書による近代蚕室に関する研究（その二 」（ 『日本建築学会計画系論文集』第七六巻第六五九号、二〇一一年） 。
（
12）
































 松田甚之助『実地活用蚕業 習全書』 （奥田卯太郎、一九一〇年） 池田栄太郎『桑樹栽培教科書』 （明文堂、一九一七年）など。
（
35）







































































 『旧勧業寮第壱回年報撮要』 （内務省勧業寮、一八七七年） 、 『勧農局年報』第二回（内務省、一八七八年） 。
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 松永伍作『普通養蚕術講義』 （金子健次郎、一八九一年） 、練木喜三『養蚕演説筆記』 （石西尚一、 一八九一年） 。
（
31）
 佐々木長淳『巡県蚕桑講話』 （一八九四年）によれば、同書を記す理由として「明治十八年依頼諸処巡廻して蚕桑の学業を講話絵説せしに至る処皆な筆記成らざるなし。蓋し是の多くは 小部のみ故に…蚕桑の全体を論求せんと欲して蚕務問答を著はし…未だ其局を結ばざりし。然るに今ま尚ほ巡廻断えず、筆記亦た益々成りて遂に錯綜に亘らんとす」とし、農商務省の巡廻教師制度だけでなく、農商 省蚕業講習所技術者や各地方の蚕種伝習所長などの講話など 巡
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明治期の日本養蚕業と養蚕書
book,Y
urindo,M
eijiperiod,N
ew
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regionalsilkw
orm
eggproducers.Incontrast,thereareveryfew

referencestothefeaturesandpublicationdetailsofsericulturebooks
duringtheM
eijiperiod.A
dditionally,periodicaljournalsspecializingin
sericulturefirstappearedintheM
eijiperiod—
asignificantchange
from
theE
doera—
butpriorresearchonthistopicisalsoscarce.
T
hisarticleexam
inestherecentspreadandestablishm
entofsericulture
an
d
attem
p
tstostu
d
y
th
ed
ev
elop
m
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tp
rocessofth
em
od
ern
sericultureindustrybyexam
iningthesericulturebookspublishedinthe
M
eijiperiod.W
econfirm
edthatapproxim
atelyonethousandsericulture
booksw
erepublishedbylim
itingthestoragelocationssearchedtoafew

libraries,m
ainlytheN
ationalD
ietL
ibrary,andsearchingthrough
bibliographicalinform
ationusingthekeyw
ords“silkw
orm
”and“cocoon.”
L
ikesericulturebooksinthelateE
doperiod,thecontentsofthesebooks
chieflydiscussbreedingtem
perature,butthebooksintheM
eijiperiod
alsodiscussoutbreaksinsilkw
orm
sthatcanoccurw
iththebreeding
tem
perature,m
ethodsofim
provingm
ulberrytreecultivation,andtypes
ofsilkw
orm
thatbreedinsum
m
erandautum
n.Inadditiontosilkw
orm

eggproducers,sericulturebooksintheM
eijiperiodw
erew
rittenby
governm
entofficialsasw
ellasothersinvolvedingeneralsericulture
production.Itw
asnotjustpublishersandbookshopm
anagersinthe
threem
ajorcitiesofT
okyo,O
saka,andK
yotothatcontributedto
present-daysericulturetechnologyandthepopularizationofbookson
sericulture,butnew
lyform
edpublishingcom
panieslikeY
urindoand
M
eibundō.
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